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「桑原悠津南町長に聞く」に引き込ま
れました
　農家に生まれ農業に育てられた真っす
ぐで純な気持ちを、生まれ故郷に恩返し
する姿勢、その感性に乾杯です。そして
自分も農家出身の土地改良行政OBとし
て完敗です。幼少から学生、留学の全て
が、故郷発展のための生き様となり、今
日の津南町がある。学問で学んだことを
その若さで実践する力量に敬服です。気
の引き締まる対談でした。琴線に触れる
全国の地方行政マンに期待！そして何よ
り桑原悠町長様の今後の大活躍、大いに
期待します。
 （山口県、60代男性、会社員）

国営事業地区の将来展望「八郎潟へ
の期待」
　世紀の大事業と言われた八郎潟干拓。
あれから50年。用水路の腐食や欠損、
不同沈下によるたわんだ水路。降雨形態
の変化による湛水被害、八郎湖の水質悪
化の現状等。大潟土地改良区の施設管理
への多大なご苦労の様子がうかがえた。
新たな取り組みとして、軟弱地盤部は不
同沈下に追随するパイプラインに改修。
水質保全対策の一環として、沈砂池の新
設。用水管理の省力化効率化のため水管
理施設も新設するという。是非、官民一
体が英知を結集し、完成の暁には「新た
な豊穣の大地八郎潟」になる事を期待し
ています。
 （宮城県、70代男性、会社員）

閑話休題を大変興味深く読ませてい
ただきました
　いまの農業農村工学系大学がこれほど
深刻な状況になっていることに驚かされ
るとともに、深刻さがよくわかりました。
40年前に私も農業農村工学系の大学を
卒業しましたが、多くが建設会社、コン
サルタント、官公庁への道に進み、博士
課程に進む同級生がいなかったことを思
い出しました。
　しかし、国の礎である農業を支える農
業農村工学は今後とも、大きな役割を果
たしていかなければならない中、事例で
挙げられている取組が進み、若い学生が
農業農村工学系の学科に進み人材が育つ
ことを願うところです。
 （岩手県、50代男性、地方公務員）

閑話休題「斯界の歯槽膿漏」を大懸念!

　母校の「農業土木科」が消えてから
30年が経つ。「辛い時、苦しい時、いず
こにあってもこのベンチマークをバッ
クサイトしろ！」との趣旨で設置された
1等水準点基標を埋設した石碑の想い
が在学生や先生方に伝わっているだろ
うか？ 「土地改良学」など古めかしい講
義名が消えた授業時間割表を眺めて嘆
息する。農地開発華やかなりし頃、一時
代を風靡した「岩大工法（破砕転圧工
法）」はどのコマの中で講義しているも
のか？ 短パン・Tシャツで測量実習に励
む在校生を見やりつつ、頭の中で疑問符
が踊る。母校出身の教員も激減し、同窓
生とのつながり維持にも悩みが深い。歯
槽膿漏対策は喫緊の課題である。提示さ
れた対策は的確であり、そうしたことを
地道に進めるしかあるまい。人類必須の
基礎的生業の礎を造るのが我々の責務
なのだから。
 （岩手県、60代男性、団体職員）
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